
令和６年１月 10 日 

 

山ノ内町立小中学校外国語指導助手派遣業務に係る公募型プロポーザル 

質問回答 

 

質問箇所 質問内容 回答 

実施要領 

２（５） 

現在の契約事業者名および令和３～５年

度の年度ごとの契約金額は。 

・契約事業者 

株式会社インタラック関東北 

・契約金額は回答することはできません

が、町の予算は以下のとおりです。 

 令和３年度  9,664 千円 

 令和４年度 10,758 千円 

 令和５年度 14,368 千円 

実施要領 

４（１）イ 

履歴事項全部証明書を写しにて提出する

ことは可能か。 

原本をご提出ください。 

実施要領 

４（１）オ 

業務実績調書の審査の観点は。業務数が多

い場合、特筆すべき案件を記載して問題な

いか。 

業務実績調書に記載をお願いしている派

遣対象校数や派遣人数等を評価します。 

また、お手数でも期間中のすべての契約実

績をご記入ください。 

実施要領 

４（１）オ 

業務実績調書の実績評価について、今回契

約を締結する会社（グループ会社除く）の

実績に限り評価するという認識でよいか。 

その認識でお願いします。 

実施要領 

４（１）オ 

事前に指定されている項目を記載すれば、

弊社のフォーマットにて提出することは

可能か。 

構いません。 

実施要領 

６（１）ウ 

提案価格見積書について、例えば５名配置

の場合、５名の月額の総額（税込）を記載

すればよいか。 

その認識でお願いします。 

実施要領 

６（１）ウ 

提案価格見積書について、12 か月を基準

とし月額を明記とあるが、年額ではなくあ

くまで１か月あたりの金額の記載か。 

毎月ごとの支払いとなるため、お手数でも

月額（税込）での記載をお願いします。 

実施要領 

６（７）カ 

当日使用するプロジェクターは HDMI 端

子でつなぐことは可能か。 

HDMI 端子での接続が可能な大型のディ

スプレイをご使用いただきます。 

実施要領 

６（７） 

プレゼンテーション会場図をご教示くだ

さい。 

現在、詳細は検討中ですが、一般的な会議

室の前方にて大型ディスプレイを使用し

てプレゼンテーションしていただきます。 

実施要領 

６（７） 

プレゼンテーション当日の実施時間帯の

予定は。（午前・午後など） 

午前中の予定ですが、詳細については、参

加表明書の受付後に改めてご連絡します。 



実施要領 

７（１） 

審査にあたる選定委員会の構成は。（役職・

人数等） 

審査委員の人数は 10 名です。その他役職

等については回答することはできません。 

実施要領 

７（２） 

評価点に関する配点は。 ホームページ掲載の「評価項目等」のとお

りです。 

実施要領 

７（２） 

企画提案の評価項目について、それぞれの

配点もしくはウエイトは。 

企画提案の評価項目については、配点・ウ

エイト等の詳細を回答することはできま

せん。 

仕様書 

４（１）イ① 

コーディネーターの業務内容及び学校訪

問回数は。また、現在配置されている人数

は。 

訪問回数の取り決めはありませんが、派遣

業務を円滑に履行するために、教育委員

会、学校、ALT との連絡調整や、ALT の

派遣状況の把握や監督等を行っていただ

きます。 

現状は大きく分けて、学校・教育委員会と

の連絡調整と、ALT の生活面のサポート

を２名で分担して行っております。 

仕様書 

４（１）イ④ 

教員向けの研修について、令和６年度の実

施予定は。（時期、回数、時間数、実施場

所、講師、内容）また、令和４・５年度の

実績は。そのうち、業者が担当する時期、

回数、時間数、内容は。 

令和６年度の実施については未定ですが、

学校や教育委員会の要望により、実施する

ことがあります。 

また、直近の２年間での実施はありません

でした。 

仕様書 

４（１）イ⑩ 

令和６年度の実施予定は。（時期、回数、

時間数、実施場所、内容）また、令和４・

５年度の実績は。 

令和６年度の実施については未定です。ま

た、直近の２年間での実施はありませんで

した。 

仕様書 

４（１）イ⑬ 

現在の契約事業者から提供されている独

自の取組や独自教材等はあるか。また、ど

のような具体的な提案があるか。 

 

従来の枠組みに捉われないという点で、今

年度途中から試験的に英語以外の他教科

にも ALT が参加するといった取組を開始

しましたが、６年度以降本格的に実施して

いきたいと考えています。 

事業者様の実績や経験に基づき、新たな取

組をご提案ください。 

仕様書 

４（１）イ⑬ 

児童生徒の授業外における英語学習に関

わるイベントについて、これまでの実績

は。 

従来は原則として外国語活動、外国語の教

科の時間に指導に入っています。 

英語学習に関わるイベントではありませ

んが、学校行事や総合的な学習の時間にお

いて ALT が参加する場面がありました。 

仕様書 

４（２）② 

ESD 活動での ALT が関与した事例は。 令和６年度からの新たな取組となります。

各学校の要望や事業者様からの提案によ

り取組を進めていきたいと考えています。 



仕様書 

４（２）⑨ 

山ノ内町、学校及び地域が主催する学校外

での行事への参加について、令和５年度の

実績は。 

令和６年度からの新たな取組となります。

具体的な予定はありませんが、教育委員会

や地域の要望に応じ、相談のうえ参加いた

だくことがあります。 

仕様書 

４（２）⑪ 

小中学校以外での ALT 活用について、保

育園等の未就学児へのサポートや一般向

け英会話など、昨年度までの実績はある

か。また想定される具体的な訪問回数は。 

現在は ALT に一般向け英会話教室の講師

をしていただいていますが、本業務の仕様

には含んでおらず、来年度は別の契約を想

定しています。 

そのほかに実績はなく、現時点で想定され

る具体的な業務はありません。 

仕様書 

５ 

自動車での通勤・移動が必須となる学校は

あるか。また、自動車での通勤・移動が必

要となる ALT の人数は。 

自動車での通勤・移動を必須としている学

校はありません。 

また、ALT の住所地が明確でないため、

自動車の必要・不要を示すことはできませ

んが、現在の ALT は全員自動車による通

勤・移動をしています。 

仕様書 

６ 

今年度及び来年度の１名あたりの勤務日

数は。 

各学校の要望により異なりますが、年間の

配置日数は 210 日程度となります。 

仕様書 

６ 

今年度及び来年度の実際の派遣開始日、派

遣終了日は。 

各学校の要望により異なりますが、令和５

年度は開始が４月６日、終了が３月 15 日

でした。 

仕様書 

６ 

令和６年度の８月中の勤務について、想定

される日数、時間数、内容等は。また、令

和４・５年度の実績は。 

各学校の要望やスケジュールにより異な

りますが、夏休み期間中は勤務をお願いし

ておりません。（原則として、児童生徒の

登校日が勤務日となります。） 

仕様書 

７（２） 

現在の ALT の国籍と勤務年数は。 現在３名の ALT を配置していますが、個

人の特定につながる可能性があるため、回

答することはできません。 

仕様書 

９ 

令和３年度から今年度までに何名の ALT

の配置遅れ及び途中交代があったか。 

令和３年度に 1 名、今年度に１名の途中交

代がありました。配置遅れはありませんで

した。 

仕様書 

17 

教員住宅など、町から借りられる住宅はあ

るか。 

ありません。 

その他 今年度及び来年度の英語専科の配置は。 今年度、中学校には英語専科の教員は配置

されています。 

来年度小学校にも配置を予定しています

が、あくまで予定であり、現時点では小学

校には配置されていません。 



その他 英語推進委員会/英語担当係会（各校・英

語担当教員が集まっての連絡会）は実施さ

れているか。実施している場合、年に何回

実施されているか。 

各校の担当が集まっての連絡会等は実施

していません。 

その他 小学校１、２年生の外国語活動について、

山ノ内町及び各校で定めたカリキュラム

を使用しているか。 

教育委員会や各校で定められたカリキュ

ラムはなく、コミュニケーションを中心に

活動を行っていただいています。 

その他 スピーキングのパフォーマンステストを

実施しているか。実施している場合の

ALT の役割や関わり方は。 

各学校により異なります。 

その他 外国語、英語教育における ICT 活用状況

と実施事例及び ICT 活用の課題は。 

児童生徒には一人１台端末を配備し、授業

での調べ学習やデジタルコンテンツの閲

覧等に活用しています。課題については現

時点では把握しておりません。 

その他 本業務に関する教育委員会が考える課題

や令和６年度以降に注力したい業務や課

題に対する事業者への期待は。 

他自治体や事業者様の先進事例を積極的

に取り入れ、児童生徒の「英語で対話でき

る能力」や「多文化共生への理解」等を高

めることのできる実践を期待しています。

従来の外国語教育の概念や枠組みに捉わ

れない挑戦的な実践モデルを提案いただ

けましたら幸いです。 

 


